
微小脳梗塞・ラクナ梗塞
脳の中の小さな血管が詰まった所見と考えられています。脳梗塞よりも狭い範囲で脳の組織
が壊死しています。通常自覚症状はありません。
動脈硬化が原因と考えられますので、高血圧・脂質異常症・糖尿病などを指摘された方や喫
煙中の方は管理が必要です。治療中の方は主治医にご相談ください。

脳梗塞
脳の中の比較的大きな血管が詰まった所見と考えられます。その部分の組織は壊死していま
す。手足のまひなどの症状がある、もしくはその既往があったことが多いのですが、まれに
無症状のこともあります。

くも膜嚢
のうほう

胞
脳の表面を覆うくも膜と脳実質の隙間に組織液の溜まった小さな袋ができることがあり、そ
れを指します。まれに袋が大きくなり、頭痛、けいれん発作を起こすこともありますが、ほ
とんどは症状がなく、問題はありません。

透明中隔腔
脳室を隔てる板状の構造物（透明中隔）が嚢胞状に拡張したものを指します。

副鼻腔炎
鼻腔の奥にある副鼻腔に炎症が起き、液状の内容物が腔内に貯留したもので、蓄膿症ともいわ
れます。

頭
と う ぶ

部 MRI・頭部 CT 検査を受診された方へ

頭部MRI・頭部CT検査に関する用語について以下に説明させていただきます。
（以下は症例ですので受診者様の画像ではありません）



内頚動脈瘤

両側の内頚動脈が狭くなっています

脳動脈瘤
動脈の壁の一部が何らかの要因で薄くなり、こぶ状に飛び出たものです。
動脈圧が高くなると破れやすくなり、破裂するとくも膜下出血を起こ
します。日本のくも膜下出血の原因の 8割以上を占めます。
小さなものは経過観察でもよいのですが、ある程度の大きさになると
治療を検討する必要があるので、受診を勧められた場合は脳神経科を
ご受診ください。

脳動脈狭窄 ・ 動脈硬化
脳の動脈の内膜が肥厚し、内腔が狭くなった状態です。
多くは無症状ですが、将来脳梗塞の原因となる場合がありますので、
高血圧・脂質異常症・糖尿病等を指摘された方や喫煙されている方は
管理が必要です。
治療中の方は主治医にご相談ください。

頭
と う ぶ

部 MRI 検査を受診された方へ

主に脳動脈瘤を見つける検査ですが、動脈の狭窄や動脈硬化の判定も可能です。
（以下は症例ですので受診者様の画像ではありません）
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